
ＱＱ

ＱＡ

ＡＡ

　

令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
に
対
す

る
市
長
と
し
て
の
意
気
込
み
に
つ
い

て
　

平
成
は
政
治
の
変
革
や
経
済
の
変

動
に
加
え
、
人
口
の
減
少
、
東
京
へ

の
一
極
集
中
に
よ
る
地
方
の
活
力
の

衰
退
や
頻
発
す
る
大
規
模
か
つ
多
様

な
災
害
へ
の
備
え
な
ど
多
く
の
課
題

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
時
代
で
あ
っ

た
。
人
口
に
つ
い
て
は
、
平
成
の
半

ば
頃
か
ら
減
少
に
転
じ
、
国
や
地
域

社
会
の
存
続
自
体
に
対
す
る
危
機
感

が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
、
地
方

と
も
様
々
な
方
策
を
講
じ
て
き
た
が
、

明
確
な
方
向
性
を
見
出
せ
な
い
ま
ま

に
令
和
へ
と
移
っ
て
き
た
。
そ
の
解

決
の
た
め
に
は
、
雇
用
の
確
保
や
子

ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く

り
が
必
要
と
考
え
る
。

　

保
育
園
に
お
け
る
待
機
児
童
の
問

題
に
つ
い
て

　

本
市
の
待
機
児
童
に
つ
い
て
は
、

４
月
１
日
現
在
で
平
成
29
年
37
名
、

30
年
41
名
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
年
度
に
お
け
る
待
機
児
童
の
状

況
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
現
在
で
16
名
お
り
内
訳

と
し
て
０
歳
児
２
名
、
１
歳
児
８
名
、

２
歳
児
４
名
、
３
歳
児
２
名
と
な
っ

て
い
る
。

北
　
野
　
唯
　
道

ＱＱ

ＱＱ ＡＡ

ＡＡ

　

女
性
の
活
躍
に
つ
い
て
、
今
後
の

市
の
取
り
組
み
を
伺
う

　

市
も
管
理
職
の
増
加
や
様
々
な
ス

テ
ー
ジ
で
女
性
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
、

女
性
の
豊
か
な
感
性
等
、
社
会
で
十

分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
施
策
を
講
じ

る
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
名
称
を
変

更
す
る
こ
と
は
可
能
か

　

名
称
を
変
更
す
る
こ
と
も
で
き
る

し
、
補
助
金
も
従
来
通
り
、
受
け
ら

れ
る
。
魅
力
あ
ふ
れ
る
名
称
に
変
更

し
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
し
て
活
動
し

て
ほ
し
い
。

　

子
育
て
ひ
ろ
ば
に
つ
い
て
、
市
内

３
ヶ
所
、
表
郷
１
ヶ
所
、
大
信
１
ヶ

所
あ
る
が
、
東
地
域
に
は
な
い
。
親

子
交
流
の
場
で
あ
る
子
育
て
ひ
ろ
ば

の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。
毎
日
の
よ

う
に
利
用
す
る
家
族
に
と
っ
て
近
く

へ
の
整
備
を
要
望
す
る

　

特
設
ひ
ろ
ば
の
開
催
な
ど
を
し
て
、

地
域
の
子
育
て
支
援
団
体
な
ど
育
成

を
進
め
な
が
ら
整
備
で
き
る
よ
う
努

め
る
。

　

市
政
の
情
報
発
信
の
充
実
に
つ
い

て
、
魅
力
的
な
政
策
や
先
進
的
な
取

り
組
み
が
市
民
に
十
分
浸
透
し
て
い

な
い

　

わ
か
り
や
す
い
内
容
に
す
る
た
め
、

市
民
に
寄
り
添
っ
た
柔
軟
な
情
報
提

供
に
努
め
る
。

玉

川

里

子

一　般　質　問（９名）
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ＱＱＱ

ＱＱ ＡＡ

ＡＡＡ

　

し
ら
さ
か
の
森
ス
ポ
ー
ツ
公
園
グ

リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
に
電
光
掲
示
板

の
設
置
要
望
に
つ
い
て

　

多
く
の
社
会
体
育
施
設
の
老
朽
化

対
策
の
中
で
優
先
順
位
を
考
慮
し
総

合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

　

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
の
設
置
要
望

に
つ
い
て
、
若
者
に
人
気
の
あ
る
ス

ポ
ー
ツ
が
で
き
る
施
設
整
備
を
ぜ
ひ

検
討
し
て
ほ
し
い

　

競
技
人
口
の
動
向
を
踏
ま
え
必
要

性
を
議
論
し
た
い
。

　

農
地
集
積
の
担
い
手
に
対
す
る
農

地
管
理
の
徹
底
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
と
連
携
し
農
地
の
適

性
管
理
を
お
願
い
し
た
り
、
広
報
紙

等
で
注
意
喚
起
等
対
策
を
講
じ
て
い

く
。

　

里
山
の
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

　

農
家
が
比
較
的
容
易
に
自
ら
取
り

組
め
る
対
策
等
を
ま
と
め
、
市
の
Ｈ

Ｐ
や
回
覧
で
周
知
す
る
。

　

大
手
旅
行
会
社
を
対
象
に
し
た
本

市
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
開
催
に
つ
い

て
　

観
光
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
広
域
的
魅

力
づ
け
の
誘
客
に
、
旅
行
会
社
の
意

見
を
聞
け
る
機
会
を
設
け
て
い
く
。

佐
　
川
　
京
　
子

ＱＱ

ＱＱＡ Ａ

ＡＡ

　

小
峰
城
清
水
門
の
復
元
を
発
信
し

て
は
ど
う
か
市
長
に
伺
う

　

復
元
に
は
絵
図
面
の
検
証
、
門
跡

の
調
査
、
文
化
庁
と
の
協
議
な
ど

様
々
な
問
題
が
あ
り
、
解
決
の
見
通

し
が
つ
い
た
段
階
で
明
確
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
発
信
す
る
。

　

整
備
を
行
う
帯
曲
輪
の
活
用
法
を

伺
う

　

帯
曲
輪
の
役
割
や
壮
大
か
つ
美
し

い
石
垣
を
、
間
近
で
堪
能
で
き
る
園

路
整
備
や
張
芝
、
防
護
策
の
整
備
を

行
い
小
峰
城
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

う
場
と
し
て
活
用
す
る
。

　

高
齢
者
の
体
力
測
定
や
リ
ハ
ビ
リ

職
員
が
行
う
「
い
き
い
き
百
歳
体
操

教
室
」
に
つ
い
て
伺
う

　

徳
島
大
学
の
荒
木
名
誉
教
授
の
協

力
を
得
て
、
す
で
に
小
学
校
で
行
わ

れ
て
い
る
コ
オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
活
用
し
、
高
齢
者
向
け
の
健
康
維

持
と
脳
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
「
ら

く
楽
健
康
体
操
」
の
取
り
組
み
に
着

手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

い
じ
め
の
加
害
者
を
つ
く
ら
な
い

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う

　

今
後
も
、
い
じ
め
は
決
し
て
許
さ

れ
な
い
と
、
深
刻
化
す
れ
ば
人
の
命

を
奪
う
こ
と
に
な
る
行
為
で
あ
る
こ

と
を
連
続
し
て
指
導
し
、
児
童
生
徒

が
加
害
者
と
な
ら
な
い
よ
う
取
り
組

む
。

石
　
名
　
国
　
光
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Ｑ

ＱＱ ＡＡ

Ａ

　

こ
の
８
ヶ
月
で
横
田
基
地
と
三
沢

基
地
を
、
の
べ
40
機
23
往
復
、
さ
ら

に
最
近
訓
練
空
域
外
で
あ
る
当
市
の

上
空
を
不
法
飛
行
し
て
い
る
米
軍
機

オ
ス
プ
レ
イ
に
対
し
、
市
で
も
市
民

の
安
全
を
守
る
立
場
か
ら
国
や
県
に

飛
行
中
止
の
申
し
入
れ
を
行
う
べ
き

で
あ
る
。
市
の
考
え
を
質
す

　

全
国
知
事
会
が
国
に
要
望
し
て
お

り
、
そ
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

国
の
今
年
度
予
算
に
「
就
学
援
助

の
入
学
準
備
金
１
万
円
・
中
学
校
修

学
旅
行
費
等
」
の
単
価
引
き
上
げ
と
、

「
卒
業
ア
ル
バ
ム
等
」
の
新
規
補
助

が
含
ま
れ
て
い
る
。
市
の
今
後
増
額

へ
の
対
応
、
検
討
状
況
を
質
す

　

市
の
予
算
執
行
状
況
を
見
な
が
ら
、

不
足
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
予
算
を

補
正
し
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

５
月
の
猛
暑
の
影
響
か
ら
「
非
課

税
高
齢
者
世
帯
」
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
費
の
補
助
に
つ
い
て
、
現
在
の
市

の
考
え
は
ど
う
か
質
す

　

高
齢
者
は
、
温
度
の
変
化
を
感
覚

的
に
認
識
し
に
く
く
、
熱
中
症
な
ど

発
症
す
る
可
能
性
が
多
分
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
先
進
事
例
を
参
考
に
さ
ら

に
検
討
を
加
え
い
く
。

佐
　
藤
　
正
　
則

ＱＱ

ＱＡ

ＡＡ

　

市
民
の
方
か
ら
市
税
等
の
「
全
額

前
期
納
入
」
に
対
し
て
、
以
前
は
報

償
等
の
制
度
が
あ
っ
た
が
、
復
活
さ

せ
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

市
の
考
え
を
伺
う

　

４
市
村
合
併
時
に
制
度
を
廃
止
し

た
。
こ
の
制
度
で
は
、
特
別
徴
収
者

（
年
金
か
ら
市
税
等
を
徴
収
さ
れ
て

い
る
方
）
が
全
期
前
納
し
よ
う
と
し

て
も
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
、
不
公

平
と
な
る
た
め
、
制
度
の
復
活
は
考

え
て
い
な
い
。

　

「
広
報
し
ら
か
わ
」
５
月
号
に

「
来
庁
者
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
結
果
」

の
記
事
が
あ
っ
た
。
市
民
の
方
か

ら
「
対
応
の
い
い
人
も
い
れ
ば
、
改

善
を
求
め
た
い
人
も
い
る
」
「
約
１

か
月
の
調
査
は
短
す
ぎ
な
い
か
、
そ

れ
で
結
果
発
表
と
は
い
か
が
な
も
の

か
？
」
等
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

今
後
の
調
査
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
調
査
期
間
に

つ
い
て
検
討
し
、
毎
年
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

自
動
車
運
転
免
許
証
返
納
者
に
対

す
る
対
応
に
つ
い
て
市
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か

　

循
環
バ
ス
等
の
整
備
や
今
回
も
試

行
す
る
タ
ク
シ
ー
助
成
制
度
等
で
対

応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

大
　
竹
　
功
　
一

8



Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

　

自
主
財
源
の
市
税
収
入
は
大
事
で

あ
る
。
現
時
点
に
お
け
る
昨
年
度
市

税
収
入
は
い
く
ら
か
。
そ
の
主
な
要

因
は
何
か

　

昨
年
度
の
市
税
収
入
は
90
億
円
を

超
え
る
見
通
し
で
あ
り
、
過
去
最
高

の
税
額
と
な
る
。
固
定
資
産
税
は
、

前
年
度
比
で
９
・
４
％
、
税
額
で
４

億
円
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
鈴
木
和
夫
市
長
就
任
以
来
取

り
組
ん
で
き
た
産
業
の
振
興
、
と
り

わ
け
地
元
企
業
の
体
質
強
化
、
企

業
誘
致
、
創
業
支
援
と
い
っ
た
政
策

が
、
税
収
増
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
収
納
率
は
29
年
度

に
99
・
33
％
と
な
っ
て
お
り
県
内
13

市
中
、
第
１
位
だ
っ
た
。
昨
年
度
も

同
程
度
の
見
込
み
で
あ
る
。

高

橋

光

雄

　

昨
年
度
の
タ
ク
シ
ー
助
成
券
に
よ

る
地
域
内
移
動
支
援
実
証
実
験
を
検

証
し
た
結
果
、
今
年
度
は
ど
の
よ
う

な
支
援
を
す
る
の
か

　

運
転
免
許
を
持
た
な
い
75
歳
以
上

の
高
齢
者
と
障
が
い
者
を
対
象
に
、

タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成
券
500
円
券
を
20

枚
、
１
万
円
分
を
交
付
す
る
。
ま
た
、

バ
ス
に
つ
い
て
は
、
定
額
100
円
券
を

20
枚
、
２
千
円
分
を
交
付
す
る
。
タ

ク
シ
ー
は
、
乗
合
利
用
も
可
能
で
あ

る
。

Ｑ

ＱＡ

Ａ

　

白
河
桜
祭
り
の
開
催
期
間
に
南
湖

公
園
で
も
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ

と
と
今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
は
主
に
南
湖
北
東
部
の

店
舗
群
や
駐
車
場
等
の
整
備
を
進
め

て
き
た
。
今
後
は
国
道
294
号
バ
イ
パ

ス
の
開
通
に
よ
り
南
湖
を
訪
れ
る
方

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
西
側
に
目
を

向
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
南
湖
の

西
側
は
、
那
須
連
山
を
望
む
絶
好
の

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

森
林
公
園
を
含
む
南
湖
周
辺
地
域
の

一
体
的
な
存
在
と
利
活
用
を
さ
ら
に

検
討
し
、
集
客
効
果
の
高
い
マ
ラ
ソ

ン
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
可

能
性
も
含
め
、
南
湖
の
持
つ
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
最
大
限
引
き
出
し
て
い
く
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童

の
現
状
と
現
在
進
め
て
い
る
対
策
に

つ
い
て

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
人
数

は
白
二
小
で
13
名
、
み
さ
か
小
で
18

名
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
教
育
委

員
会
・
学
校
と
連
携
を
図
り
、
空
き

教
室
・
空
き
ス
ペ
ー
ス
・
学
校
図
書

館
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

室
　
井
　
伸
　
一

〈南湖公園〉
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Ｑ

Ｑ

Ｑ ＡＡ

Ａ

　
今
後
の
国
保
税
の
見
通
し

　

税
額
・
税
率
を
決
定
す
る
う
え
で
、

前
年
度
決
算
が
ど
う
な
る
か
は
重
要

で
あ
る
。
平
成
30
年
度
の
国
保
基
金

残
高
及
び
繰
越
金
は
ど
れ
く
ら
い
に

な
る
の
か

　

国
保
基
金
残
高
が
10
億
267
万
円
、

繰
越
金
は
約
２
億
５
千
万
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

　

年
々
国
保
の
黒
字
（
基
金
＋
繰
越

金
）
が
増
え
て
い
る
。
国
保
基
金
を

ど
の
よ
う
に
使
う
の
か

　

国
保
税
の
上
昇
を
抑
え
、
被
保
険

者
の
負
担
軽
減
の
た
め
使
い
た
い
。

ま
た
、
重
症
化
予
防
事
業
や
子
育
て

支
援
と
し
て
の
「
子
ど
も
の
均
等
割

の
減
免
」
な
ど
、
中
長
期
的
に
使
っ

て
い
く
。

　
教
職
員
多
忙
化
の
是
正
に
つ
い
て

　

中
教
審
答
申
（「
働
き
方
改
革
」）

が
出
さ
れ
て
い
る
。
改
善
に
向
け
ど

う
取
り
組
む
の
か

　

「
勤
務
時
間
の
徹
底
」
に
つ
い
て

は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
勤
務
実
態
を

つ
か
み
、
職
員
へ
の
声
か
け
、
相

談
、
校
務
分
担
の
軽
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、
校
長
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で
協
議
し
、
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報
を
共
有
し
て
い
る
。

深
　
谷
　
　
　
弘

今定例会において審査された請願、陳情についてその内容と結果についてお知らせいたします。
請願議案

案件番号 案　　件　　名　　と　　そ　　の　　概　　要 議　　決　　結　　果
請願2
請願者
福島県教職員組合
西白河支部支部長

教職員の長時間過密労働の解消に向けた意見書提出を求める請願 継続審査
・

審議未了（元.7.9）教職員の長時間過密労働の解消に向けた意見書を提出すること

請願３
請願者
福島県教職員組合
西白河支部支部長

「ふくしま学力調査」中止の意見書提出を求める請願 <反対意見>
子どもたちの学力を知ることで、教職員の
教え方の課題をみるメリットなどがある。

不採択
（賛成少数）

「ふくしま学力調査」が、学力偏重の施策であり、教育現場を混乱させ、
児童・生徒や教職員の多忙化に拍車をかける要因になっているので、来年
度以降、「ふくしま学力調査」の中止の意見書を提出すること

請願４
請願者
福島県教職員組合
中央執行委員長

「令和2年度及び復興・創生期間後も国の『被災児童生徒就学支援等事
業』の継続と被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書」の提出を求
める請願

採択
（全会一致）東日本大震災によって経済的に困窮している家庭の子どもたちの就学・修

学を保障するため、令和２年度及び復興・創生期間後においても全額国庫
で支援する「被災児童生徒就学支援等事業」を継続し、十分な就学支援に
必要な予算確保を国へ要望する意見書を提出すること

請願５
請願者
県南高齢期運動
連絡会会長

後期高齢者の医療費自己負担2割への引き上げに反対する請願 不採択
（賛成少数）75歳以上の医療費窓口負担の２割への引き上げをしないこと

陳情議案
案件番号 案　　件　　名　　と　　そ　　の　　概　　要 議　　決　　結　　果

請願１
陳情者
白河中央公民館
クラブ会長会会長

中央公民館の早期建設を求める陳情 採択
（全会一致）中央公民館の早期建設に向け着手するよう陳情する

請願・陳情

10


